
会社のロゴ

CityCampus Project

一年間の活動の記録



会社の
ロゴ メンバー

リーダー 3年 小出 哲也

兼任 3年 大森

加藤

鈴木

メンバー実質１名



会社の
ロゴ 活動目的

有明キャンパスを含む有明地区を一つのシ
ティーととらえキャンパス内外を含む大学周
辺を活性化、環境の視点から観光振興を行う。



会社の
ロゴ 活動内容１ 当初の計画 5月

有明キャンパス内の賑わいを生み出し活性
化を図る。

有明地区の活性化、産業観光の提案をする。

大学キャンパスを有明に来た観光客に紹介
する。



会社の
ロゴ 活動内容２

埋立地でありながらも環境インフラや、交通イ
ンフラ、港湾インフラが整っているこの地域に
人を呼ぶ。有明地区に観光に来る方はあまり
いない有明地区にきた観光客、商業の方々
に寄り道として新しい観光や紹介する。

産業観光の推進をおこなう。環境と健康を
キーワードに修学旅行生や国際展示場に来
たビジネスマンをロハスカフェに呼び込めな
いか考える。大学関係者以外にロハスカフェ
の活用目指す。



会社の
ロゴ 活動報告 １

大学キャンパスでパブリックビューイングの実
施

2013年6月14日

ロハスカフェ

協力 特定非営利活動法人 ベロタクシージャパン

ロハスカフェ ベロタクシー シティーキャンパス

それぞれに相乗効果

ベロタクシーは、1997年にドイツの首都ベルリンで『環境にや
さしい新しい交通システムと、動く広告がひとつになった乗り
物』として開発された自転車タクシーです。バスや鉄道などを
補完する交通手段としてだけでなく、環境問題・高齢化社会問
題・地域経済の活性化・雇用問題などの解決策のひとつでも
あります。ベロタクシーは、乗客・広告スポンサー・ドライバー・
地域住民・行政の協力によりヨーロッパを中心として世界各都
市で運行されています。
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会社の
ロゴ 江東区観光協会 訪問

7月訪問者 小出 鈴木 村松先生 金子先
生

有明地区の産業観光についての話し合い

単年ではなく中長期的なプランが必要



会社の
ロゴ 産業観光 開催に向けた活動１

江東区観光協会の訪問

Toc有明訪問

海の森 訪問

有明クリーンセンター 訪問

↑実際にまちを歩いての情報取集

移動手段の確保 ↓

有限会社 リボーン ＜エコツーリズム・ネット
ワーク＞ てんぷらバス



会社の
ロゴ 情報量不足の解消にむけて

外部の発信の強化 10月～

CityCampus Project times の刊行

現在vol.1 ～5まで発行 2週間に一度の割
合で発行

設置場所 ロハスカフェ

目的 ①活動の内容を知ってもらう

②活動目的の一つであるキャンパス内の活
性化を実現



会社の
ロゴ 産業観光 開催に向けた活動２

金子先生との話し合い

観光⇒旅行 資格の取得【国内旅行業務取
扱管理者】

課題 情報量不足 発信ができていない



会社の
ロゴ CityCampus Project times 内容
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会社の
ロゴ CityCampus Project times vol.4 環プロの横の繋がり



会社の
ロゴ

最新号 ロハスカフェと企画 笑顔と賑わいの創出



会社の
ロゴ CityCampus Project timesを作って

設置場所はロハスカフェだけである。

メンバーが一人でもコンスタントに作れる

難しい知識を要しない。

課題

設置場所の増大

内容の一貫性

ターゲットの調査



会社の
ロゴ 今後の活動

来年度も引き続き活動計画の予定

CityCampus Project timesの発行を継続

キャンパス外の活性化にも力を入れる。

新メンバーの募集

大学が楽しくなるようなイベントの企画

より良い環境を生み出す



会社の
ロゴ 今年度の反省、来年度に向けて

実質活動メンバーは一人だが度々メンバーにアドバ
イスをもらえたことで活動があまりぶれずに済んだ。

当初行うとしていた産業観光は来年度別の形でもう
一度プランを作り直す。

江東区の観光協会に訪問したことを活かす。

一人でも活動としてできることを発見できた。

人数がいればその分大きいことが出来たと思うこと
があった。

良くも悪くも一人だったので自分と向き合いながら活
動ができた。



会社の
ロゴ CityCampus Project

終わり


